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間と共に変化する回帰係数の推定法を紹介し，大腸癌解析に適用した結果を紹介しています．
加茂論文においては年齢と時代を変数とし，癌リスクを曲面として視覚化する手法を紹介し，
肝臓がんに適用した結果を紹介しています．以上 5編が，がんを「時間」という観点から解析
した論文です．一方で，がんを他の視点から注目した論文もあります．まず，中谷論文におい
ては，がんの地理的な要因に着目し，空間相関を考慮したポアソン回帰分析法を用いて，地理
的剥奪指標とがん死亡リスクの関連性を解析した結果を紹介しています．西浦論文においては
感染症モデルを用いて発がんの可能性を評価する手法を提案し，それをヘリコバクター・ピロ
リ菌感染の影響を受ける胃がんに適用した結果を紹介しています．以上はがんの発症・死亡と
いうことに焦点を当てていますが，伊藤論文においては，その後の「治癒」に着目し，治癒確
率の推定方法を提案し，実際に大阪府の胃がんデータに適用した結果を紹介しています．
この特集号では，がん統計データの特徴について紹介すると同時に，その解析に携わってい
る研究者の成果を掲載することにより，多くの読者にがん統計の現状を知って頂くことを目的
としています．1人でも多くの読者が，がん統計データおよびその解析に興味を持って頂けれ
ば幸いです．
最後にこの場をお借りし，特集号の意図に賛同頂き論文を投稿頂いた著者の皆様，加えて査
読・編集作業にご協力頂きました皆様に対して謝意を表します．
